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Hemingwayの名作TheOldManandtheSea(1952)は,彼 が これ
までに書 いたす べてのものの集大成であ るといわれ る。 た とえば,そ のス トー
リーのあ らま しは,老 人が二 日二晩がか りで釣 り上 げた大 きなまか じきが鮫 に
食われ る とい う`OntheBlueWater'(1936)の話 にす でに見受け られ る。 し
か し,テ ーマ的 にこの小説 ともっと深い関係にあ ると考 え られ るのは,彼 が こ
の小説 を書 くためにそ の執筆を:… 中断 した,1946年起稿 のTheGarden(ゾ
Edenであ る。
この作 品は,1958年まで書 き続け られ るが,彼 の生前 にはついに出版 され な
か った。Hemingwayがこの作品を未出版 の ままもっている ことは,つ とに知
られ ていたが,そ の内容 については,1986年にその一部が 出版 され るまでは,
ほ とん ど知 られ ていなか った。それは,一.集 者 の手 に よって,遺 稿 の前半部
を中心 に全体 の約三分 の一 に凝縮 された ものであ る。 したが って,こ れはThe
OldManandtheSeaが書 き女台め られ る頃 まで書かれた 部分を ほぼ含んで
いるもの と推定 され る。 それでは,こ の新 し く出版 されたTheGardenof
Edenは,TheOldManandtheSeaと どの よ うな関係にあるのか。
TheGarden(ゾEdenのあ らま しを見るこ とか ら始め よう。
この小説は,「 エデ ンの園」 と名 づけ られ てはいるが,正 確 な意味での聖 書
の楽 園ではない。主人公Davidと 二人 の女CatherineとMaritaとの三角
関係的 な愛 の悦楽を描 いた ものであ る。Boschが絵 に描 いた ような一種 のr悦
楽 の園』(1500-10ごろ,プ ラ ド美術館蔵)で ある。 とは いえ,こ の小説 は,
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舞台が南仏,と くに ローヌ川 が二 つに分 かれ てつ くる三角形の湿地帯で,禁 猟
区なので,春 に もなれば アフ リカか ら飛 来す るフラ ミンゴを始め,さ まざまな
鳥獣 が生息す るカマル グであ るばか りでな く,ま た この小説で は,大 まか にエ
デ ソの園の三人 の主役 アダム とイ ヴとサ タンが識 別で きるので ある。す なわ ち,
Davidがア ダムに当る とすれぽ,小 マ リヤの意味を もつMaritaがイ ヴ,Devil
とあだなされ るCatherineはサ タソとい うことになろ う。CatherineがMa-
ritaより背が高 い とあるのは,サ タ ンが知恵の木の上にいてイ ヴがその下 にい
るとい う二 人の位 置関係 を示唆す るのであ ろ う。そ してCatherineはDavidや
Maritaを誘惑 して 自分 と同 じ少年 の髪形 にさせた りす る。 この少年 の髪形 こ
そ,サ タソCatherineが固執 してや まなかった禁断 の木 の実 だ ったので ある。
ところで,こ のCatherineの固執す る少年の髪形については,エ デ ンの園
のテ ーマ と関連 して,も うひ とつ考えてお きたいこ とが あ る。 それは何か。
CatherineはDavidと二人 でマ ドリッ ドへ行 った ときプラ ド美術館を しば し
ぼ訪れ,ま た南仏へ帰ってか らもプラ ド美術館 を熱烈 に憧れ る。 と りわけ,少
年の格好で プラ ド美術館の絵 を見た ことに大変 こだ わ る の で あ る。 このこ と
は,前 述 の三人の性的悦楽がBochの 絵の 「悦楽 の園」 のテーマ とかかわ りが
あ る ように,プ ラ ド美術館の特定の絵のテ ーマ とか かわ りがあ るこ とを暗示す
る ように思われ るのであ る。 そ の特定 の絵 とは,Titianのrアダム とイ ヴ』
(1560-5ごろ)とRubensの その絵 の模写(1628-9)で ある。大体,こ
の題 の絵 では,サ タンは蛇の形 として,で なければ女 の形 として描かれ る。 と
ころが,こ の二枚 の絵では,サ タンが少年の形 として描 かれているのであ る。
そ してTitianの絵では,サ タソは額を出 した少年 の髪形であるのに対 して,
Rubensの模写では,額 に髪を垂 らした少年の髪形 になる。 これ は,Catherine
が カマル グにいた ときに選んだ髪形 とスペ インへ行 ってか ら選 んだ髪形 とに該
当す るのである。要す るに,Catherineにとっては,禁 断の木の実は,こ れ ら
の絵 のサ タンの手渡す りんごであ るばか りでな く,サ タンの選 んだ少年 の髪形
で もあ ったのであ る。(ついでなが ら,HemingwayがAF'arezvelltoArms




も うひ とつこの小説 でCatherineが,また1Vlaritaが(もっ とも彼女は一も
とか ら黒か ったが),執 着す るのは,皮 膚 を 日に焼 いて黒 くす るこ とである。
Davidと二人でスペ インへ行 ったCatherineが,アフ リカの ワインを見て,
アフ リカは ピレネー山脈 に始 まるとい う言葉 を思い出 し感激す る話 な どが例証
す る ように,彼 女 らは皮膚を黒 く焼 くことに よってア フ リカ人 を志 向 している
のだ といえそ うなのであ る。 伝記作家 に よれ ば,Hemingwayの母方 の祖父
ErnestHallは,一四歳 で ロン ドンを発 って アイオ ワ平原 と リッ トル ・マケ ト
カ川 を初めて 目に した とき`Paradise'へ入 っている よ うな気が した とい うが,
実 際に,Hemingwayにとっては,ア フ リカこそ彼の求め る楽園 だ った ので
ある。Hemingwayは「アフ リカもの」 と呼ばれ る数 多 くの作 品を書 いたが,
彼 が しば しばアフ リカへ おもむいたのは,た だそのためばか りではなかった の








ところで,エ デ ンの園がア フ リカにあ った とい うこ とは,た だ単にHPming-
wayの 独断 ではない。 それは,Gauguinのニグロの イヴの絵(1889,ニュー
ヨー ク,個 人蔵)が 例証す る ように,昔 か ら一部で考 えられていたこ となので
あ る。(な お,そ の点については最近 のG.Lucotteの著書"Eve騁aitnoire"
(1990)が分 子人類 学の立場か ら立証す るとお りであ る。)
上 述の よ うに,こ の小説 は性的悦楽 の園 としてのエデ ンの園の描写 であ り,
楽園喪 失の物語 ではない ように見 える。サ タンCatherineがDavidの原稿 を
焼 き捨て園を去 って行 った後 も,あ との二人 は園に とどま り,焼 き捨 て られた
原稿が彼 の頭 に よみがえ りす らす らと書かれ るところで 終 っ て い る か らであ
る。 ただひ とつ,二 人が園を離 れて遠 くか らそれを眺 める場面 が あ る。 それ
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上述の彼女 らのエデ ンの園 としてのア フリカ志 向 と,こ の彼 らが外か らエデ ン
の園 として眺 める岬 と山のある海岸 の景色 こ の二 つ が,TheO14Man
andtheSeaの,海 の上か らアフ リカの海岸 の岬 と山を見 る老人の夢 へ とつ
づ くのであろ う。 したが って,次 節で論証す る ように,こ の老人 の夢 に見 るア
フ リカはエデ ンの園にほかな らないのである。
ところで,TheGardenofEdenでは,楽 園の描写が主で,楽 園の外 の世
界 の描写は,Davidの書 く三 つの短篇に劇 中劇 の形 であ らわれ るにす ぎない。
これ に対 して,TheOldManandtheSeaで をま,エ デンを追放 され た後 の
人間 の描写が主で,エ デ ンとしてのア フ リカのイメージは,た だ老 人の見 る夢
として描かれ るだけであ る。 とす ると,こ の小説 は,前 作におけ る楽園 と現実
世界 の関係を逆に した ものだ とい って よいのである。 と く・に 前作 中のDavid
の書 く最後の短篇の象狩 り物語の少年Davidは,TheOldManandthe
Seaの少年 と対応 し,前 者 の象狩 りの血 の海 の描 写は,後 者 のまか じきのそれ
をほ うふつ とさせ る。(も っとも,こ の 象 狩 りの 舞 台が アフ リカであ るこ と




を人び とが`TheSermonontheMount'以後 の最大 のもの と評 して くれ る
ことを期待 して いた とい う。た しかに,こ の小説はキ リス トの山上 の垂 訓に も
比すべ き多 くの ものを含 んでいる。 しか し,テ ーマ的 には,む しろMiltonの
ParadiseLostにおけ る,大 天使 マイケルのア ダムへの山上 の説教 に 近い と
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い}xるだろ う。 いな,Hemingwayは,このテ ーマをかな り意識的 にこの小説
で使 っている もの と推 定され る。 以下少 し く,ParadiseLostの当該 の詩句
と対 照 しなが ら,こ の小説 の思想 とイ メージを考察 してみ よう。
さて,同 詩第十二巻 で,大 天使 マイ ケルはブ ダムをエデ ンの園か ら追放す る
前 に彼 を山頂 に導 き,キ リス トが出現す るまでの世 界の ヴィジ ョンを彼 に見せ
て説 明す る。 マイケルの説 明が終 ると,ア ダムは答え る。
...beyondisallabyss,
Eternity,whoseendnoeyecanreach.(XII ,555-6)
こ うして,ア ダムは山頂を下 り,イ ヴと一緒 にエデ ンの園を 出て行 くのであ る
が,こ の アダムの前途に横たわ る茫漠 たる世界 の才 メージが,こ の小説の アダ
ム,Santiagoの沖 へ沖 へ と漂 い出る,海 と空 のほか に何一つ見>xない海洋の舞
台 のイメージを,ま ず設定す るのであ る。
ところで,こ の アダムSantiagoが漂い出 る海洋 の世界は,魚 や鳥 が御 を求
めて殺 し合 う,ア ダムの失楽 園以後 の弱肉強食の世界 であ る。彼 自身 考える よ
うに,
everythingkillseverythingelseinsomeway.(ScribnersEd.,p.106)
Santiagoはこの弱 肉強食 の世界で 自分 も まか じきや鮫を殺 して生 きてゆかね
ばな らない,そ してそれ らを殺す ことで罪の意識に さいなまれるアダムなので
あ る。
ところが,ま た一方,こ の小説 では,こ のSantiagoのアダムのイメージ
は,Miltonが`oursecondAdam'(XI,383)と呼んだキ リス トのイメージと
重 ね合わ され るのである。上に引用 したParadiseLostの詩句 につづ いて,

















そ の 意 味 が 他 の 多 くの 項 と重 複 す る`virtue'の項 だ け は 除 外 す る こ と と し て,
上 記 の 引 用 に 付 した 番 号 の 順 序 に し た が っ て 各 項 に 該 当 す る 小 説 の 箇 所 を 列 挙
す る 。.・
(1)次節 で 詳 し く述 べ る よ うに,ま ずSantiagoは キ リス トの イ メ ー ジ で 描 か
れ る 。 ま た 諸 家 の 指 摘 す る よ うに,Santiagoと い う の は ス ペ イ ン語 の 聖 ジ ェ
イ ム ズ の こ と で,ガ リ ラ ヤ 湖 の 漁 師,使 徒,殉 教 者 の 名 で あ る 。 の み な ら ず,
彼 が 自分 の 小 舟 の 綱 に と ま っ た 小 鳥 に 話 しか け る 次 の 言 葉 は,ア ッ シ ジ,サ ソ
フ ラ ン チ ェ ス コ教 会 のGiottoの 名 画 に 描 か れ た,や さ し く小 鳥 に 説 教 す る 聖







(2)彼は 飛 魚,海 亀,海 豚 ぼ か りで な く,彼 が 戦 う相 手 の ま か じ き さ え,愛
し,友 だ ち,兄 弟 と 考 え る。 い な,神 の 創 造 し た も の は す べ て,海 竜 風 も 星
も,彼 の 恋 人 で あ り友 だ ち で あ り兄 弟 な の で あ る 。 だ か ら こ そ,陸 も帆 影 も 見










(3)Santiagoがまか じきを殺す こ とは悪であ る。 しか し,彼 が まか じきを愛
し,そ の堂kと したふ る まい,そ の威厳を賛美す るのを見 ると,わ れわれ は,
彼 の まか じきを殺す悪意 が この善意 に よって打ち負か され るのを感 じる。 それ
は,ColeridgeのTheAncientMarinerの,Santiagoと同 じ鋭 い眼の老水
夫 があほ うど りを殺 した罪 が,海 蛇 の美 しさを祝福 した ことに よって償われ た
の と同 じである。
(4)これ は この小説 の主要 なテーマであ るが,一 介の卑小な老人Santiagoが





(5)勇気はあ るが温順 なSantiago,昔は力持ちであ ったが今は 見 る影 もな く
年 老いた彼が,い ろいろ作戦を練 るように思 えるほ ど賢 くて,三 日二 晩頑張 り
ぬ く強 力な まか じきをほふ り去 るばか りでな く,ま た まか じきを最 初に襲 う強
くて利 口な鮫 デ ンツーソを殺す のである。
(6)Santiagoは漁にかけては歴戦の戦士 である。 どんな場合 にも,経 験を 生
か した臨機応変の処置がで きる。 魚が綱 を引っ張 って いる ときには,強 く引か
ない ようにす る。強 く引 くと,鉤 のかか っている切傷を大 き くして,魚 が跳 び
あが った とき鉤がはずれ て しま うか もしれ ないことを知 ってい るか らだ。 だか






(7)体や手 の痛 みをこ ら%i..,三日 晩海 に漂い,二 日二晩 まか じき と戦 い,ま
た数 回にわ たって襲撃す る鮫 と戦 うSantiagoは,まさに忍耐 力の権化 といえ
よ う。 そ してこの彼 の辛抱強 さは,彼 が まか じきと戦 っている とき思 い出す,
カサブ ランカの居酒屋 でニ グロと腕ず も うを し,二 昼夜 にわた る熱戦 の末彼 が
勝 った,若 い頃の思 い出話 に よって浮 き彫 りに され る。
(8)Santiagoは,体力をつけ るために普断か らいやな肝油 を飲んだ り,ま か
じきとの死闘の問,腹 がへ ってい な くて も,塩 もライムもな しに鮪 を食 べた
り,ま た どんなにいろいろなこ とが頭 に浮かんで きて も,今 は仕事 のほかは考
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xま い とつ とめる。 しか し,彼 が何 よ りも注意深 くつ とめるのは,力 を節約す
ることである。 自分 の労力を舟 のほ うで受け もって もらえる よう,彼 はへ さき
に寄 りかかった まま魚に引かれ るにまかせ る。 しか し,労 力を節約す るとい っ
て も,オ ールを舟 に しば りつけ るこ とは しない。魚に綱を初 って逃 げ られ る恐
れがあるか らだ。 どんなにつ らくて も,綱 を手で もっていつ で もた ぐ り出せ る
よ うに してお く安全第一主義者 であ る。





このア ダムの心の中の`paradise'こそ,Santiagoがいつ も心に描 き い つ も
夢に見る,ラ イオ ンのたわむれ るア フ リカなのである。 そ して この`paradise
...happierfar'のイメージは,彼 が まか じきと戦 いなが ら一刻 の まどろみ に
夢見 る,ラ イオ ンの次kに 現れるのを待 ち望 みなが ら`hewashapPy'(p.81)




最初 の夢 の,`thelionsplayedlikeyoungcats'(P.25)のイメージの根底 に
あ るこ とは間違いないだろ う。 ただ,MiltonとHemingwayとでは,エ デ
ンの園は,同 じア フ リカで も場所が達 うのであ る。
さて,Miltonの頃 までは,エ デンの園は最 も一般 的に,薬 草の香 りが ナイ
ル川 を下 ってエ ジプ トまで漂 ってきた といわれ る,シ ェパの女王のエチオ ピア
にあ ると考え られていた。 シェバ はサバ ともいい,現 在の イエ メンの ことで,
現在のエチオ ピアの対岸,ア ラビアの南端にあ る。Miltonもこの説 に したが






要す るに,Miltonのエデ ンは対 岸の イエ メンを含む ア フリカの東北部であ り,
これに対 して,Hemingwayのそれが アフ リカの西北 部であ ることは,最 初 の
夢の中に カナ リア諸 島が 出て くるこ とに よって推察 され るのであ る。
3
われわれは前節で,老 人Santiagoがアダムである とともにキ リス トであ る
ことを,MiltonのParadiseLostのアダム と比較 しなが ら見て きた。 しか
し,そ ればか りではない。Santiagoは,実際い くつか のキ リス トのイメージで
描 かれて もい るのである。 ところで,キ リス トのイメ ージといえば,Heming-
r
wayがTheGardenofEdenを中断 して書いた も う一篇 の小説Acrossthe
RiverandintotheTrees(1950)にも見 られぬ わ け で は な い。 この小説
は,五 十歳を越えて死を宣告 され たColonelRichardが十九歳 に も満 たぬ少
女Renataと恋 に陥 る話であ る。少女はColonelに会 った とき,先 週ず っと,
あ なた の手が`thehandofO皞Lord'であった夢を見た とい い,そ の手 に触
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らせてほ しい という。 それ は二度 の戦争で`themisshapenhand'(Scribners
Ed.,p.84)、にな らていた のであ る。 この ように直接キ リス トの名 に言及 されて
い るわけで はないが,TheOldManandtheSeaで は,老 人は もっとしば
しば しか も首尾一貫 してキ リス トのイメージで描かれているのである。 このこ
とは,す でに諸家 の指摘す る ところであるが,以 下,こ れ を 別個 の問題 とし
て,で きる限 り名画の場面 と関連づ けなが ら少 し詳細に考察 してみ よ う。少年
が老人をたた える.`thebestfisherman'(P.23)とい う一般的 なキ リス トの称
呼は しば ら くお くとす ると,そ れ らはキ リス トの受難 に関係す る三 つの場面で
ある。便宜上,こ れをキ リス トの受難 の順序 に したが って見 よ う。
まず,キ リス トが十字架 を背負 って ゴル ゴタの丘へ登 る場 面であ る。それは






この老人 のイメージ は,恐 ら くBrueghe1の大作rゴ ル ゴタの丘へ の行進』
(1564,ウィー ン,美 術史美術館蔵)の キ リス トのそれか ら想 を得 た ものであ
ろ う。 この絵 で も,画 面 中央 にキ リス トが十字架を肩に正面 向 きに倒 れ,画 面
左前方を眺めてお り,そ のは るか前方,画 面左下方には,一 匹 の小羊 が見 られ
るか らであ る。 ただ,小 説 では猫 であるのが,絵 では小羊にな ってい るばか り
か,小 説では老人 と猫だ けの寂寥 とした風 景であるのに対 し,絵 では,ち ょう
ど上述のRichardが車窓にひろが る風景を眺ち な が ら(多 分 この よ うな絵 を
念頭においてであろ う)`Brueghelwouldhaveinahellofashapeifhe
hadtolookatthecountrylikethis.'と考えた よ うに,無 数の人物が右上 の ゴ
ル ゴタの丘に至 る広大 な風 景を埋 めつ くし,キ リス トや小羊はそ の中に埋没 せ
んばか りなのであ る。 とす ると,小 説の描写は,絵 のそれ のパ ロディだ とい っ
て よいだ ろ う。 とくにHemingwayが 猫を愛 していた とい う事 実 を 考え合




次 はキ リス トが十字架にかけ られ る場面 である。 これは小説 では次 の三つの
イメージか ら成 る。老人が小舟の横木に もたれ て反 り返 る,キ リス トが十字架
には りつ け られ るイメージ。 老人が二 度 目の鮫 の襲撃 の ときに発す る叫び声が
`anoisesuchasamanmightmake,involuntarily,feelingthenailgo
throughhishandsandintothewood'(P.107)と形容 され る,キ リス トが
両手 を十字架 に釘づけ され るイメージ。 そ して老人が右手を信 じ左手を信 じな
い とい う言葉 が暗示す る,キ リス トの右 手の善 い強盗 と左手 の悪 い強盗 のイメ
ージ。 これ らのイメージは,絵 画 との関連か らもさ して問題が ないので,こ れ
以上深入 りす るこ とは控 えたい。
最後 は,キ リス トが十字架か ら降 ろされ る場 面で,小 説 では老人が家 に帰 り
つ いて寝 につ く場面が これに 当た るとされ る。
hesleptfacedownonthenewspaperswithhisarmsoutstraight
andthepalmsofhishandsup.(p.122)
しか し,こ のイメージは,絵 画の 「十字架降下」 のイメージではない。絵画で
は,キ リス トは人び とに支 え られて正面 向きに十字架か ら降 ろされ る ところが
描かれ るか らである。 ところが,こ こでは,老 人は人 び とに降 ろされ る とい う
よ り,自 分 で水 の中へ飛 び込 んだ ときの よ うな格好 である。絵画 とは違 う動的
な イメージである。 また掌を上に向け るとい うイメージも,手 の傷がす ぐ鑑賞
者 の眼 に見 える絵画では必要ないが,文 学 では老人が これを読者 に思い出 させ
るため の仕草 として必要なのではなかろ うか。
ともあれ,こ の ような絵画 とは異な るイ メージを も含 めて,上 述の老人のイ
メージがすべ て,前 作 でRichardの手 が直接 キ リス トの手 として述べ られて
い るこ とを も考慮 に入れ るな ら,キ リス トのイメージ と して 意図 されている
ことは間違 いない。 要 す る に,前 作にはエデ ンの園の ヴィジ ヨンはないが,
Santiagoと同様,Richardも,キリス トであ ると ともに楽園追放後のア ダム
で もあ るのであ る。 そ してRichardが楽園追放後 の 人間の死を 代表 す るとす
れ ば,Santiagoはそ うい う人 間の苦難 を表わす とい うこ とがで きるのである。
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最後 に,も う一度ア フ リカの夢について考 えてみよ う。長大 な老人 の最初 の
夢 は,紙 面 の関係で引用を差 し控え るが,ま ず重要な イメージとして`thelong
goldenbeaches'(p.24)(これ は二番 目の夢 でも`thelongyellowbeaches'
(p.81)として繰 り返 され る)と`thehighcapes'と`thegreatbrownmoun・
tains'の三つか ら始 める。 われわれは第二節でエデ ンの園の外 にひろが る茫漠
とした 空間感覚がMiltonのParadiseLostに起因す ることを述べた。・しか
し,そ こには具体的な海洋の イメージはなかった。そ うい うイメージを もつエ
デ ンの園の絵 としてLimbourg兄弟 のLesTr駸RichesHeuresduDucde
Berry(1410-16,パリ北郊 シャ ンティーイ,コ ンデ美術館蔵)の 中の 絵を見
てみ よ う。 この絵では,エ デ ンの園は金色の塀 に囲まれ,そ のまわ りに褐色 の
高 い山 々が連 な り,金 色の高い門の外は同 じ山kの 連 なる岬 となる。そ してそ
の外 は空 と溶け合 う青い海原であ る。金色の塀 と門が もし海 の上か ら眺め るな
、らばそ うも見 えるであ ろ う 「長い金色の海岸」 だ とす る と,こ こには海洋 とと
・もに上 述の三 つのイメージが揃 って いることになるのである。
次 は,老 人 の夢 に繰 り返 しあ らわれ る,こ の小説 のキーイメージ ともい うべ
き,ラ イオ ンのイメージであ る。 これは諸家に よ って`youth',`strength',
`immortality'などさまざまな ものの象徴 として考}xられ て きた。 と ころが,






ここには ライオ ンのことは述べ られ ていないが,こ の論法に したがえぽ,ラ イ
オ ンは ライオ ンであって ほか のものの象徴ではない とい うこ と に な る。 それ
は,最 初の夢のイ メージで言 えば`theLionsplayedlikeyoungcats'であ って
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それ以 外の ものではない どい うことで あ る。 とす る と,そ の ような ライオ ン
は,Miltonの詩 で見た ように,楽 園の ライオ ンをおいてはほかにないのであ
る。 ところで,Miltonの詩では,た わむれ るライオ ンは単数 であったが,こ
こでは複数 なのである。 この 複 数 の たわむれ るライオ ンのイ メージについて
JanBrueghelの「楽園」 の絵 を 見 よ う。 前述のBrueghel(Pieter)の息子
Janは,花 や風 景 とともに楽 園を描いた画家 として知 られてい るが,と くにた
わ むれ る ライオ ンのイメージの見 られ る絵 としては,ロ ーマの ドー リア ・パ ン
フィー リ美術 館蔵 とフランクフル トの市立美術館蔵 のものが挙げ られ よ う。 こ
れ らの絵では,画 面左前方 に,二 匹 の雌雄 のライオ ンが,雄 が正面向 き雌 が向
こ う向 きに,追 っかけ っこで もしている ような,い か にもお どけた格好で描か
れてい るのであ る。 これ こそ,子 猫 のよ うにたわむれ るライオ ンのイ メージと
い うべ きであろ う。
さて,Hemingwayは自ら,狩 猟 と執筆 と読書 とともに,`seeingpictures
wasallIcaredaboutdoing.AndIcouldrememberallthepictures:
(GreenHillsofAfrica,p.285)と語 って いる。 とす ると,彼 が上 述の絵 を
実際に見て知 ってお り,彼 が ライオンのたわむれ るアフ リカ の 夢 を 書 い た と
き,彼 の脳裡にあ った これ らの絵 のイメージが そのア フリカの夢 のイメージの
基礎にな った ことは,十 分 考%..られ るこ とである。
(ちなみに,金 色のイ メージをも含む たわむれ る ライオンのイメージの考え
られ る ソースとして,も うひ とつ グラナ ダ,ア ル ハン ブラ宮殿 の 「ライオ ンの
中庭」をあげてお こ う。木立の ように円柱の立ち並 ぶ回廊 をめ ぐらせ,黄 金色
に輝 く砂利を敷いた中庭 の中央 の泉 の水 を四本 の水路 で流す,こ の擬似楽園 の
なかで,ユ ーモラスに 口か ら水を噴 出させ る,水 盤 の まわ りの十二頭 のライオ
ンも,あ なが ちこの小説 のライオ ンと無 関係ではない ように思われ る。)
ともあれ,結 論へ急 こ う。
さて,老 人Santiagoは,少年の ころ,こ の ライオ ンのたわむれるア フ リカ
(エデ ンの園)か ら(海 に追放 され)船 乗 りとなって今 日に及んでい るのであ
る。 したが って,そ の ころの老人 と同 じ年頃だ といわ れ る少 年 は,若 い ころ
(楽園追放以前)の 老人の分身(つ ま り純真無垢 なアダム)に ほかな らない。
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老人が繰 り返 しライオ ンの夢を見 るの と同 じよ うに,事 あるごとに少年 のこと
を思 い出すのは,そ のゆえであ る。
ところで,老 人 はまた,楽 園を追放 された アダムか ら二十世紀 の人間 に至 る
人類全体 を も表わす のである。老人が大魚を捕え る ときに出来た手 の傷 につい
て`noneofthesescarswerefresh.Theywereasoldaserosionsina
丘shlessdesert.(P.10)といわれ るイメージの`afishlessdesert'が示 す よ う
に,現 在の老人 は,T.S.Eliotの有名 な詩の表題を借 りて言 えば,`TheWaste
Land'の住人 なのである。 こ うい う時代 であれば こそ,Hemingwayもまた,
他 の多 くの現 代作家 たち とともに,と きに,今 はは るか過去の もの とな った楽
園 の夢を描 きたか ったのであろ う。
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